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「自立の 道」， 「独立 自活」，

「須要ナ ル 技芸」，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c7｝

「生活二 須要ナル 特殊ナ智識技能」 などの 養成 を図るとい う盲教育 の 目的で もうか がえ る

よ うに ，戦前の盲学校で は，職業教育 指向の 教育が な されて い た 。 しか し，戦後，公教育

と して の 基盤を確立 した盲学校教育は ， 「幼稚園 ， 小学校，中学校及 び高等学校に準ずる教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （a｝

育を施 し併せ て そ の 欠陥を補 う為に 必要な知識 ， 技能 を授 ける こ と」を目的 とす るよ うに

な っ た 。 こ の 戦後 の新 しい 教育の 中で ， 盲学校体育がどの よ うに育ち ， 培われて い っ たか

を史的に 概観す る こ とは ，
こ の 教育領域がよ り発展を期す る上か ら も意義 の あ る こ とで あ

ろ う。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9）

　本稿 は，既報の 「日本 に お ける心身 障害者体育の史 的研究 （第 3 報）」に 続 く報告で
， 戦

後 におけ る盲学校体育に 関 して
， そ の 動向の 一端を考察 し， 若干の課題を検討するもので

あ る9

1　 昭 和20 （1945−
’54）年代の 概観

　終戦当時 は，盲教育 も文字通 り混乱の 時期で あ っ た 。 盲学校の大半は県庁所在地に 設置

されて い たため， その 多 くは戦災 にあい 校舎及び寄宿舎を失 っ て しま っ た 。 そ の 上 ， 食糧
｛1o）　　　　　　 Clユ）　　　　

　
　　　　　　　　　　 c12）

難 物資不足，交通難 によ る通学難 も重なっ て ，盲教育は危機に直面 して い た 。 しか し
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 と も　 し び 　，
そ うした苦難の 状況下 にありなが ら被戦災校 で も， 伝統 ある教育の 灯火を絶やすまい と，
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13）

間借りして 授業が再開 され て い っ た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

　戦後に お け る教育制摩両の 傘革嬬 哮に昭和維釈と呼ばれた よ うに灘しい もの で あっ た 。

盲教育 にお い て は ，
23

’
（1948）年 ， 待望 の 義務教育が施行 され ， 慈善的色彩 の 強い 教育が

公教育 として の 資格 を得 た 。 そ の 後 ， 「教職 員免許法」（昭24．＜ 1949 ＞ ），「身体障害者福

祉法」（昭24．＜ 1949＞），「産業教育振興法」 （昭27．〈 1952＞），「就学奨励法」 （昭 29．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （14）

＜1954＞）などの 一連の法的措置が講 じられ，盲唖学校の 完全分離 も促進 されて 発展の母

胎が漸次整備 されて い っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 （15）

　 1． 義務教育化 と教育課程 の 試行

　戦後の 盲学校教育は
，

「学校教育法」 に よ っ て 学 校教 育の 全体系の 中で 明確 に位置づ け

られ ， そ の 目的 ， 組織及び内容が規定 された 。 同法 の 「第 22条」と 「第39条」に は
， 小学

部と中学部にお ける 「就学させ る義務」が規定されて い た 。 そ の就学義務制は，聾学校と

同じく逐年進行で実施 され ，
23 （1948）年 4月，，J、学校第 1 学年該当児童 に つ いて 発効 し，

31年度を も っ て完了 した の で あ る。 しか し ，そ の実践の 基盤 となる盲学校学習指導要領は，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ち

「学校教育法施行規則」に よ っ て 「学習指導要領 の 基準に よる」と定め られて い た が，容易

に 制定さ れ な か っ た 。 従 っ て
，

そ の 公布まで 「準ずる教育」 とい う前述の 法的規程を根拠

に
， 盲学校教育は小 ・中 ・高校の学習指導要領r 般編及 び各科編を参考に し，各盲学校が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c16）

独自で編成 した教育課程で 実践 され て い っ た の で ある 。　　　　　　　　　　　　　　　　　 t

　文部省 は支柱の な い こ うした教育情勢を憂慮 し，24 （1949）年 に 「盲学校教育課程研究

協議会」を設 けて学習指導要領の編成に着手 し角。 関係者の 努力で成案をみた もの の
， そ

れ は文部省案 と して 決定をみ うに 至 らず，27 （1952）年，東京教育大学教育学部附属盲学

校教育課程委 員会編集，財団法人青鳥会発行，「盲学校教育課程小学部篇」とい う形 で 刊
　 　 　 （17）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔18）
行 され た 。 「盲学校融育課程刊行 に当 っ て 」に よれ ば ，

こQ 教育課程 は ， 「文部省大島初等

教育課長の 了解と，盲学校教育課程委員各位 の 承認 協力を得て」 刊行 の 運びにな っ た と い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 G9 ）

う 。 なお ，文部省案として 公示され なか っ た こ とに関 して，「視覚障害教育百年の あゆみ」

は ， 「盲学校 の 教育課程 と い うもの は ， 単に普通学校に準ずる とい うこ とだけで は適切で な

く， また ， 小 ・ 中学校の教育課程 と無 関係 または盲学校独自の 内容を体系づ ける とい うこ

とに も問題 が あり， 機熟せ ず とい う こ とに あ っ た」 と報告 して い る 。 こ の よ うに
， 新教育

とい う変革や ， そ の 後の 激 しい 教育情勢の変化に対応 して い くための研究 も不充分で あ っ

たばかりで な く， 戦災からの 立ち直 りと義務教育施行 に伴 う施設 ・ 設備及 び指導者の 整備
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （20 〕

に 関す る学校差，並 びに就学児童 ・ 生徒の 増加に よ る年齢 と障害の 多様化 も公示 されなか

っ た要因の 一
つ と考え られる 。 そ うした観点か らすれば ，

こ の 「盲学校教育課程」 は ， 当

時の 盲学校教育の 実践状況を知 る上で 限界が あるだろ う 。 しか しなが ら，騰写版刷 りで 上

・下巻か らな るこの教育課程は， 当時 ， 各盲学探の 自主的な教育課程の編iikに活用されて
　 （21）

お り， また ， 盲学校学習指導要領の 先駆的役割を果た したこ とか らも， そ の 内容は検討 IC

値するで あろ う。

　こ の 教青課程に よれ段
）

小学部体育科の 目的は 「健 全で有能 な身体を育成 し， 人生 にお

ける身体活動 の 価饐を認識させ
， 社会生活 にお ける各自の 貴任を 自覚させ る こ と」とされ ．

「身体の 発達 ， 精神の 発達
， 社会的性格の 育成」 とい う具体的目標が示されて い た。また

，
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そ の 指導内容 として
， 模倣物語遊び ， リズ ム 遊 び （運動），

ボ ー
ル 遊び （運動）， 鬼遊 び

，

リ レ
ー

（陸上運動），器械遊 び （運動），雪遊 び （ス ギ ー），歩 き方 （駈ける練習 も含む），

押 し出 し i 砂遊び ど い う教材群が月別及び学年別 IC示 され ， 更に，その 教材群め内容が細

か く学年別 に配当されて い た 。 こ れ らの 教材群の歩 き方，揮 し出 し及び砂遊 びを除 く他の

教材群は ， 「学習指導要領小学校体育篇」 （昭 24．＜1949＞）を準用 した もの で あ っ た 。 盲

学校独自の 教材内容には ， 歩き方の 「歩く練習」， 「駈 ける練習」， 「正 しい 歩行」 を初めと

し，戦前か ら実施 されて きた リ レー （陸上運動） の 「円周競走 （レ ース ）」，「円周 リ レー
」，

「直線 （ワ イヤ
ー）・競走」， 「歩行競走」， 押 し出しの 「井戸落し」， 「片 足 引合 い 」， 「棒お

し」，「棒ひ き1，「押出相撲」，「平均 くず し」， ボ
ー

ル 遊 び （運動）の 「こ ろが しボール 」，

「キ ッ ク ボ ール 」，

1 「フ ッ ト ベ ー
ス ボ ール 」，

「ハ ン ド ベ ース ボ
ー

ル 」，
「盲人野球」が配 当 され

て い た 。 こ の よ うに
，

L
こ の 教育課程 は 「学習指導要領小学校体育篇」 を変形 ある い は削除

し，戦前に培われた教育実績，即 ち独 自な目標や教材を附加 して編成され た もの と言え よ

う。

　 中学部 ， 高等部 の 保健体育 も小学部体育と同じく， 中学校 ， 高等学校の学習指導要領 を

準用 し ， 変形 ， 削除， 附加する とい う方針で編成 され た課程が実践 されて い た 。 20年代後
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （23）

半 には
， 戦前か ら盛ん に指導 されて きた盲学校体育独 自の 教材で あ る 「鉄線 コ ー

ス 」，

　 　 　 　 c24）　　　　　　　　　 （25）　　　　　 c26 〉　　　　　（2T）

r盲人卓球」， 「盲人野球」， 「相撲」， 「柔道」が全国的に実施され るよ うに な り，

一部の 盲学

校で は，「飛びお り」， rマ ラソ ン 」， 「バ レ
ー

ボ
ー

ル 」， 「サ ッ カ ー
」， 「ロ

ー
ラ
ー

ス ケ
ー

ト」な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （28 ），（29）

どの 新 しい 教材 も指導されるよ うに な っ た 。 勿論，こ う した新 しい 教材 は，中 ・高校の課

程 に対応 しなが ら実践 ・研究 されて い っ たこ とは言 うまで もな い 。

　 以 上の よ うに ， 20年代 の 盲学校教育 は ， 戦争の悪夢か らさめ て新教育 へ の 対応 と義務制

施行に よ る教育丙容の充実に精力を尽 くさね ばな らなか っ た の で ある 。 義務制が しかれた

もの の
， 盲学校を対象とした学習指導要領 もなく， それ ぞれ の 学部は小 ・ 中 ・高校の 学習

指導要領 を基本的に は準用 しなが ら ， 戦前の 自らの教育実績を復活 させ る こ と に よ っ て 再

出発 したの で あっ た 。 従 っ て
， そ の 教育 内容 は ， 主 として 全盲児童 ・生徒指向の 内容で あ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （3o ）

っ た 。 20年代後半に至 り，ア メリカ の盲学校体育が紹介され た り， 「盲学校教育課程小学部

篇」が刊行されて
， 体育科及 び保健体育科に お ける教育課程の研究が促進されて い っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （31）

そ うした研究過程で 中学部 ， 高等部担当の 指導者 に よ っ て
， 晴眼者の 球技 の変形や 改良 に

よ る新 しい 運動教材の 模索が始め られた こ とが注 目された 。 こ の 現場に お ける教材研究へ

の 姿勢は ， 戦後の 盲学校体育発展の原動力 とな っ て い た 。

　 2， 課外体育活勳の基礎づ くり

　軍国主義下で 国家統制強化の ため に結成 され た報国隊は，戦 後，本来の 自主的活動 を目

的とす る校友会に改め られ再出発 した 。 世相急変の情勢下で 組織された こ の 校友会は
， 民

主主義教育の急激な浸透で間 もな く生徒会 と改称 され ， 役員 も選挙によ っ て決定 されるよ

うに な り， 名実 とも に 生徒の た め の 会へ と脱皮 して い っ た 。 25 （1950 ）年前後 の こ の 改革

は ， 従来の 教師主導型か ら生徒自主型 に変革 した点で 画期的な こ とで あ っ たが ， 小学部 ，

中学部 ， 高等部と質的に異 な る児童 ・生徒を
一
本化 して 組織 した とこ ろ に矛盾 を も っ て い

た 。 そ の ため ， 20年代末期 には ， 義務化 による児童 ・生徒数の 増加や小学校，中学校及び

101

N 工工
一Eleotrome 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokurlku 　Unlverslty

4 北 野　与 一

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c32），｛33）

高等学校 とい う単
一校と して の 対応か ら ， 各学部生徒会 の 分離独立が促進 され て い っ た 。

そ の 結果，それぞれの 生徒会は自主的に各 ク ラ ブを組織 ・運営する こ ととな り， 内外とも
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c34）
に活発 な活動を展開するよ うにな っ た。言 うま で もな く，生徒会活動は教育課程 の 中で 正

当な位置をもっ た活動で あ り， そ の 組織化と円滑な運営は課外体育活動活発化の基礎的条

件で あ っ た 。

　わが国の 盲学校及び聾学校 は ， 従来 か ら他の 諸学校に比 して 体育 的諸行事を教師主導型

で企画す る傾向が見 られ た 。 こ れ は児 童 ・生徒の 運動 に 対す る消極的態度か ら生 まれ る運

動不足を解消するため に と られた積極的な教育的手段で ， 戦後 もそ の 傾向は踏襲 されて い

た。終戦当時は運動場が耕地化 して い たた め，、児童 ・生徒 の疲れ た心身を い や し
， 且 っ 健

康保持 に容易 に行な える遠足が数多 く実施された。 それは ， 時に は学外授業に もなっ たり，
　 　 　 　 　 　 　 　 （35），（36）

食 糧探 しともな っ た。社会の 復興 と教育情勢の 落ち着きに伴 っ て，地域によ り 「潮干狩」

や 「海水浴」も実施 され るよ うに な り， 「海水訓練」や 「登 山」へ と活動が漸次拡大 ・発展 し
　 　 　 （37），（38）．（39）

て い っ た 。 また ， 学内で は ， 生徒会 の 発展 と並 行 して 運動会 や体育 祭が生徒会 主催 で実施
　 　 　 　 　 　 　 　 （4e）

されるよ うにな っ た。 こ うして 自主的な生徒会活動が育ρ て い くに伴い
， 部活動 も活発化

して い っ た 。 20年代末期には ， 戦前に行な われて い た卓球 ， 野球 ， 柔道 ， 陸上競技な どの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c41）

部活動が
， 全員加入型で 行なわれ るように な っ た。 こ の よ うに ， 当初の 教師た ちによ る運

動へ の積極的な取 り組みが，漸次体育行事を多面化させ ， 同時に 生徒会及 び運動部の 自主

的活動を育成 して い っ た の で あ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

　 部活動 が学 内で 盛ん に なれば，当然そ の 活動 は学外へ と発展 して い く。 戦後 に お ける盲

学校の 全国的規模g）ス ポ ー
ツ 大会は ，

い み じくもそ の発生地で ある近畿地区で開催 された 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c42）
大正 14 （1925）年の 第 1回か ら数えて 19回 目の 盲学校陸上競技大会が ， 昭和21 （1946）年

10年90日 ， 大阪府立盲学校で 開催 され た 。
こ の 大会 は戦後 の 盲学生 の 健康 を憂 い ，体育活

勤の 振興を願 っ て 開催 された もの で
， 第 22回大会 まで は相撲の み実施 され ， 第 28回広島大

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
t

　　　　　　　　　　　　　　 （43）

会 （昭30．〈 1955＞）まで 毎年開催 された。 続い て
， 第 1 回全国盲学校野球大会 （全 日本

盲学校体育連盟 ・ 毎日新聞社共催，文部省後援）が，昭和 26 （1951）年 7 月20 日，
21日 ，

点字毎 日創刊 30周年記念事業の r つ と して 大阪府立盲学校で 開催 された 。 また ， 同年 ， 第 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c44）
回盲学校競泳大会実全 日本盲学校体育連盟主催）が，・参加校はわずか 8 校程度で あっ た魁

大阪市立盲学校プール で もたれた 。 全国大会が次々 と太 阪を中心 に開催 された背景には，

近畿地区盲学校に お ける体育 諸活動で の 先駆た る自負と伝統 ， 及 び大阪点字毎 日 の惜 しみ

ない 協力と授助があ っ た。 これ らの 大会は， 児童 ・ 生徒に希望を与え ， 各地区の 大会開催
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く45）　　　 c46）　　　　　　　c4T）　　　c48）

を促進する 契機 とな っ た 。 相撲 ， 野球 ， 陸上競技 ， 卓球 など の 大会が地区的 に もたれ るよ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c49），（so）

うに な り， 柔道部を結成する学校 も現われて柔道大会開催の 気運 も出て きた。 しか し
， 各

種競技大会が ， 順調 に継続 ・ 運営 されて い っ たわけで はな か っ た。 全 日本盲学校体育連盟

は， これ らの 大会を通 じて盲学校の特殊性に即応 した競技規則 を実践 ・研究 し，確立 して

　 　 　 　 　 　 　 　 　 （5ユ），（52）
い かね ばな らなか っ た 。 関東地区で の盲人驛球規則が合意 に達 した の は 28 （1953）年 6 月

　 　 く53 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’
　　　　　　　　　　　 （54 ）

で あ り， 陸上競技規則が制定 され た の は 31 （1956）年 の こ とで あ っ た 。

　急激な教育情勢の変化に 対応 しなが ら，学校運営 や教育 内容が 漸次整備 されて い く中で
，

盲学校の 生徒会 は組織的に 強化 され ， 学 内体育行事の参加を契機に 自主的活動 を拡大 ・ 充

実 して い っ た 。 20年代後半 に は ， 教師 と生徒が一体 とな り， あらゆる運動活動 の 機会を通
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じて 競技規則を新時代に適応 した内容に改善 したり， 新しい ス ポー
ツ 種 目の 開発 ・研究 に

努力 し始め たの で ある。 そ うした観点 か ら，こ の 20年代は，課外体育 の模索 ・ 研究時代，

あるい は基礎づ くりの時代 と言え るだ ろ う。

　 3． 研究 活動 の始動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （55）

　数少な い 20年代の盲教育に関する著作物の 中で ，盲学校体育に関連するもの に 「盲心理 1
　 　 　 　 　 　 （56）

と 「特殊教育」 が あっ た 。 「盲心理」で は， 盲学校児童 ・生徒の 「形態的 ，

幽
機 能的 発達」，

「姿勢」，

・「歩行」， 「扁平足 」及び 「運動 に お ける特徴」な ど に 関する事項が
， また ， 「特殊教

育」で は ， 学習指導に 関す る事項が報告 され て い た。 こ れ ら の 報告は戦前 ・戦後の 研究を

まとめ たもの で
， ともに 後半期か ら活発化傾向 を示す体育研究活動 に大きな示唆を与えた。

　 　 　 　 　 　 t51）

特に，中島直二 の 身体発育や運動能力に関す る調査 ・研究は
， 両者に引用 され，戦後の 形

態及 び機能研究の 出発点 とな っ た 。

　 日本体育学会 にお ける 20年代の研究傾向に も見 られ るよ うに ， 盲学校体育に関す る研究

も， 先ず 「盲児 の もつ 身体的特異性を完全 に は握」す るため の形態及び機能に関す る基礎

的耕究か ら始め られ癰
）

笠松勇次の 「盲 入の ス キル テ ス トの 実鹸」？片岡茂太郎の 「盲人平
　 　 　 （60〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・　　　　　　　　　　　　 （61）

衡機能」，矢野邦雄 の 「
一般並 に盲 ・聾 の 身長体重発育比較研究」などの 形態及び機能 に関

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　 ’　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 （62 ）

す る研究が 18件，大木勝夫の 「盲学校生徒 の体格，体力並 びに体育方法にっ い て」 の 報告

など， 形態 ・機能の特殊性を考慮 しての学習指導法に関する研究が 4件，い ずれ も日本体

育学会や医学会系 の雑誌で 報告 された 。 これ らの 報告 者の 多 くは大学関係者で あ り，30年
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （6s）

度に滋賀県立盲学校に対 し 「盲児の保健体育指導にっ い て の 研究」 が初めて指定された よ

う に ， 現場で の研究は未 だ低調で あ っ た 。

E　 昭和30 （1955−
’64）年代の 概観　　　　　　

’

　 　 　 　 　 　 　 「

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （fi4）

　盲学校教育で は ， 30年代に入 る と， 就学義務制の 完了に伴 い校舎の 新 ・ 改築を初め ， 各
　 　 　 　 　 　 （β5）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（66〕

種研究会の 発足 ， 学習指導要領の 制定及び改正 ， 法的整備 ・補充な どが進 め られ た。 なお，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔6T）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔68 ）

現場で は， 弱視児童 ・ 生徒の就学が50％を超え ， 障害種別の 多様化が顕現 し始め て い た 。

こ の よ うな対象児の 障害種別が徐々 に変容 しつ つ あ っ た教育情勢下で
， 20年代か ら懸案 と

な っ て い た新教育へ の 対応策が推進 されて い っ た の で ある 。

　 1．学習指導要領の 制定及び改訂

　制定 に苦脳 を続けて い た盲学校学習指導要領は ， 漸 く文部事務次官通達 とい う形で 公に

された。 「盲学校小学部・中学部学習指導要領一般編」（昭 32．＜1957＞）及 び 「同高等部

編」（昭35．＜1960＞）が制定され ， 盲学校教育史上初めて 全学部の教育課程が整備された

の で ある 。 これ らの 学習指導要領 （以下 「要領」 と略す） は1次の よ うな特徴をも っ て い

if：）

　  　教育自標は小 ・中 ・高校の それ に準ずるが ， その 目標の達成に当た っ て は ， 盲児童

　　　・生徒の特性 と発達 に 応 じて 適切 な方法をと る こ と 。

　  教育課程の 基準に 弾力性を もたぜ ， 各盲学校 の 実情に応ずる こ と。
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  各教科 に 関 して は
， 目標と留意事項を挙げる に とどめ

， 教科内容は小 ・中 ・高校の

　　要領各教科編 に準ずる こ と。

こ の よ うに ，小 ・中 ・ 高校 に準ずる こ とを基本と しながら ， 教育課程は各学校の 実態に

対応 しなが ら編成で きる もの とされたの で ある 。 なお ， 教材内容や指導法の 具体的提示の

欠 ける点を補足するために，例えば，小学部体育科で は，次の よ うな指導上 の留意事項が
　 　 　 　 　 （7D）

示 されて い た 。

　  視力障害によ る運動の 障害を補正 し，視覚以外の 感覚や．運 動機能の 発達 を助 け，

　　　活発な身体活動 の基礎的な能力の 向上 に努め る 。

　  　視力障害か らくる不必要な緊張を取り除き ， 正 しい姿勢や歩行が で きるよ うにする。

　  　歩行の 安全 ， 杖の使用 ， 各種の 傷害防止 ， 危険物 に対処す る態度や能力を養 う。

　  集団活動を通 じて ，人間関係 における協力と貴圧を自覚 させ健康で 明るい 積極的な

　　　精神を養う。

　  　ス ポ ー
ッ によ る健全 な余 暇利用 の 態度 や技能が 養わ れ るよ う留意す る 。

　上 記の よ うに，留意事項 の 内容は，視覚障害者体育の 特殊性を指摘 した もの で
， 戦前か

ら重点事項と して取り扱われて きた感覚訓練，姿勢及 び歩行指導に 新教育 に対応 した内容

を附加 した もので あ っ た 。 現場では ， 小 ・中 ・高校の教材内容を準用するとい っ て も限界

が あ っ た 。 30年代 初期の盲学 校体育 に おい て は，未だ適切な集団的 ス ポ 「 ツ 教材は少な

く，
，わずか な運動教材が指導 されて い た に過ぎなか っ た 。 そ うした事情も含め て

，
こ の最

初 の 要領は， 法的拘束力を弱めて弾力性 をもたせ ， 現場で の 教育課程に関する研究の 推進

を期待 した の で あろう。従 っ て ，こ の 要領は，そ の研究の 進行 と相 ま っ て 早晩改訂す べ き
　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈Tl ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （T2）

性格をもっ て い た 。 そ の 改訂 は，
39年度の 小学部編 を皮切 りに 40年度中学部編 ，

41年度高
　 　 （73）
等部編 と順次施行 され た 。

　新要領 は ， 前回の 要領 と異な っ て 文部大臣告示 とい う形式 をとり ， 法的拘束力 を強めて

い た 。 そ の 内容は総則 と各教科か らな り， 教科毎に目標， 学年目標 と内容 ， 指導計画作成

と学習指導方針が示 されて い た ρ 教育目標， 教科目標及び学年目標を盲学校独自の 立場で

規 定 し
， 教科内容を小 ・中 ・高校に準 じさせ る とともに全盲児童 ・生徒指向の 姿勢を と っ

て い た た め
， 教育内容自身 ， 小 e 中 ・ 高校の 内容を変形 ， 削除 ， 附加 した もの とな っ て い

た 。 なお ， 顕現化 しっ つ あ っ た教育情勢の 変化に対応するたφに ， 心身 の 故障を併せ もつ

重複障害児童 ・生徒 lceeす る教育課程 に つ い て の 特例が設け られ た 。 当時 ，
こ の 改訂要領

は ， 「指導内容の 選定や留意事項 ， 評価 などがか なり明確 に示されたため， 現場教育の 安定
　 　 　 　 　 （T4）

に貢献 した」 と評価 された 。 しか しなが ら，
こ の改訂要領に して も， 前回と同様 ， 限界が

あっ た。 法的基準性が明確にされ ， 具体的指導内容が示された もの の ， 改訂版内容に見ら

れ る全盲児童 ・ 生徒中心の姿勢 は
， 在学生の 60〜70％が弱視で ，しか も障害種別 ・程度，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （75 ），（T6）

学習能力な どの 多様化が進む現状に即応 したもの で なか っ た 。

　 2． 運動教材の開発

　要領 にお け る法的弾力性 ， 体育科教員 の採用及 び社会の 爆発 的な ス ポーツ興 隆な どが要

因 とな り， 現場で は ， 教材研究が教育課程の 研究 と並行 し， 促進 されて い っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （77，

　体操領域では ， 「トラ ン ポ リ ン 」が全盲生で も思い切 り行 なえ ， 且つ 感覚訓練 に も適切な
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c7s）
教材 と して登場 し，体操用器具 と して 「巧技 台」も開発 された 。 球技領域で は， 「盲人野球」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （79）
が定着 し，

一部 の盲学校で は 「ピ ン ポ ン 野球 ，
ス ベ リ台野球」などの 教材も導入され た。

そ の 他，こ の期に 試行 された主な球技教材を発表年代順 に挙げ ると ， 「全盲バ レ
ー

ボ ーチ鋳
　 　 　 　

1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（81）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔82）

（大阪市盲）， 「ワ ン バ ン ドバ レ
ー

」 （久我 山盲）， 「盲人用ネ ッ トボ ール j （淡路盲）， 「ポ ー

トボ
ー

ル 競甫
）

（綱 盲），
「バ ス ケ 。 トボー、ジ14廰 島盲）な どがあ る． また ， 櫞 領域で

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く85）

は ， 「柔道」が 「反射神経 の 訓練に 最適」な教材と して 取り入れ られ ， 全国的に普及 して い
　 cs6）
っ た 。 更に ，

一
部の学校で は， 弱視生徒を対象 に従来不可能 とされて い た 「剣道」 も取り

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （B7）

入れられ ， 成果を挙げて い た 。

　 こうした新教材の登場の 背景には ， 盲人野球や卓球 に限定された球技教材 ， 男子生徒主 ・

体 の 運動教材及び全盲児童 ・生徒指向の 運動教材な ど の 反省が あ っ た もの と思 われ る 。

　 3． 課外体育活動 の 整備

　盲学校にお ける課外体育活動 も漸 く戦争 の 痛手か ら立ち直り， 生徒会 は 自主 的に 体育的

諸行事を計画 ・運営 した り， 新 しく運動部を組織 して 学外の各種競技大会 icも積極的に 参

加 しよ うとする姿勢を見せ始め た。 その活動内容はザ 戦 前 に行なわれて い た運動種目の 復

活 と新 しい 運動種目の登場に よ っ て漸次整備 されて い っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8s）

　課外体育活動 として柔道が盲学校に取 り入れ られ た の は ，
・16 （1941）年頃で ， 相撲や陸

上競技に 比 べ て その歴史 は浅 い
。 25 （1950）年の GHQ の 覚書によ る学校柔道の 復活か ら

数年後， 盲学校柔道は指導者 の 不在や施設 の 貧困 さを克服 して ， 近畿地 区を中心に 開始 さ

れた 。 近 畿盲学校体育連盟は
，
30 （1955）年よ り・毎年 「地区盲学校柔道大会」を開催 ， 34

（1959）年 に は
， 他地区に 先駆 けて 「盲学校柔道 規程」を定め，そ の 普及 と発展 に貢献 し

だ19）北陸地区でも， 35 （1960）年 ， 北海道札幌盲学校の遠来勢 も参加 して 「北陸盲学校柔
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （go ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （91 ）

道大会」 が開催 され た 。 近畿 ・北陸地区以 外の 地区で も， 柔 道部活動は見 られたが ， 地 区

大会を 開くまで tc発展 しなか っ た 。 そ う した全国的実情を踏まえ ， 近畿盲学校体育連盟 は
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （92）

大会名を 「盲学校柔道大会」 と改称して 単
一

校参加 の 便宜 を図 っ たの で あ る。

一
方 ， 柔道

と並ん で 剣道 も
， 弱視生徒を 対象に 実施され る よ．うに な血 五 匡姉 立盲単 校で縁 ，

瑠 8＿ tt
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛gs）

（1963） 年 9 月， 中学部 の 弱視生徒を主体に した剣道部が結成 された 。 当時 ， 教育界で も
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （9の

高度近視者にお ける 「特発網膜剥離」 が顕現化 しつ つ あ っ たが，盲学校体育で は，そ の 実

施に当た っ て安全第一を旨として い たもの の ，こ う した事象を特に剣遭 と結びっ けて とら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （gs）

えよ うとす る姿勢は見 られなか っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （96）

　盲学校体育の 戦俵史で 特筆すべきこ との一
？は ， 「盲人 バ レーボール 」 の 開発で あ っ たと

言え よう 。 男子一辺倒的な部活動が活発 に なるに つ れ て 女子に適する活動種 目の開発の 必

要性が生まれ ， その 模索が始ま っ た 。 33 （1958）年 ， 大阪市立盲学校で 初めて 「全盲 パ レ

ー
ボ
ー

ノセ」 が行なわれ た の を契機に各地区で も，
そ の 研究が進め られ＃。 名称も， 「全盲バ

レ
ーボ ー

ル 」， 「盲人用ネ ッ トボ ー
ル 」， 「六人制 ロ

ー
リ ン グボ

ー
ル 」， 「盲人バ レ

ー
ボ

ー
ル 」

な どに変化 し，そ の研究成果が全日本盲教育研究大会で発表 ・討議された。 しか し， 30年

代で ほ， 地 区的な大会 は開催 きれ たが，統
一

ル
ー

ル の 作成が遅れ ， 全国大会開催まで に至

らなか っ た 。

　盲学校にお ける卓球 は ， 元栃木県足利盲学校長　沢田正好先生 によ っ て創案 （昭 8．く 19
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （97）
33＞）され た もの で ， 「盲人 （用）卓球」と呼称 され た 日本製の 運動競技で あ る。 戦前に 同

校普及会の広報活動の努力で 全国的 に普及 ， 戦後，近畿地区を中心 に復活 ， 同地区で 日本
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （98）

最初の 盲人卓球の 公 式試合 「近畿盲学生第 1 回大会」 （昭31．〈 1956 ＞）が 行 な わ れ た。

こ の 大会を契機 に飛躍的な発展が期待 されたが ． 近畿地区に続 く地区 も少 な く， 全国的規

模の 大会開催の道は遠か っ た 。

　戦後間 もな く開催 され た全国盲学校陸上競技大会 は，全国盲学校野球大会 との 関連で ，

前者は30 （1955）年か ら， 後者は31（1956）年か ら隔年で 開催され るよ うにな っ 溜 こ の

大会を契機 に飛躍的な発展が期待されたが ， 近畿地区に続 く地区 も少な く， 全国的規模 の

大会開催 の 道は遠か っ た 。

　戦後間もな く開催され た全国盲学校陸上競技大会 は，全国盲学校野球大会と の 関連で
，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （99）

前 者は 30 （1955）年か ら，後者は 31年 （1956）年か ら隔年で 開催 され るよ うに な っ た 。 こ

の 変更 は，同一人が複数種目を兼ね て 活動 して い る実状や経費の負担増，更に は 「対外試
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 aeo ）

合」（昭24．＜ 1949＞）の 通達 に違反す る恐れ も出て きた ため の 教育的措置か らで あ っ た 。

視覚障害の 種別 や程度を考慮 した 「盲学生陸上競技規則」 もつ くられ ，陸上競技大会 は充

実 した大会 に成長 して い っ たが ， 第29回大会以降におい て優勝校決定制度が廃止 され ， 運
　 　 　 　 　 　 　 　 “Ol）

営面に課題 を残した 。

一
方 ， 東京オ リン ピ ッ クを記念 して ， 39 （1964）年11月， 東京パ ラ

リ ン ピ ッ クが開催 された 。 こ の 大会の 第 2 部 は
一般身体障害 者に よ る国内大会で ，視覚障

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1o2）

害者に よ る10種目の競技が前述 の規則に則 っ て実施され た 。 こ の 大会 は以 後毎年夏季国民

体育大会の 開催県で 実施され，盲学生 も積極的に参加 して い っ た ため，全国盲学校陸上競

技大会の 開催を脅 かす結果とな っ た 。

　以上の 概観を まとめ ると， 次の 諸点が 30年代の 課外体育活動に おける注 目す べ き動向 と

して とらえ る こ とが で き るだろう。

　   　各学校に おける部組織が，諸大会と の 関連で 漸次整備 され た 。

　  　全国的に 地区大会が開催されたが ， 陸上競枝 と野球 を除 き， 全国大会開催 に まで 発

　　　展 し得なか っ た。

　   　盲人バ レ
ーボ ール が組織的に 研究 され ， 女子生徒に も運動参加の機会を多 く した こ

　　　 と，また，弱視生徒を主体と した剣道部が結成 され た こ とな ど，性別及 び障害別 の

　　　 対応 が見 られた。

　   　各競技規則が全国的 レ ベ ル で 組織的に研究 され，そ の統
一

化が促進 された 。

　   　全国身体障害者ス ポ
ー

ツ 大会が 開催 され，盲学生 も参加す る機会 を多くした 。

　こ うした動向の一
つ
一

つ が
， 次代の 課外体育活動を更に飛躍 させ る基盤 とな っ たの で あ

る 。

　 4． 研究活動の 高揚

　小野里 甫は ，

一
般的に と断わ りな が ら， 従来の研究に は 「一つ の 研究を基礎に ふ まえ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1os ）

の 発展」 が見 られなか っ たと指摘 したように ，盲教育界で は，従来の 散発的な研究姿勢に

対する批判が生まれ ， 組織的 ・体系的研究 の 必要性 が叫ばれた 。 「盲 教育 」誌上 に全国盲

教育研究大会における研究報告の 要 旨が掲載 され るよ うにな っ た の も， 着実な 系統的研究
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を指向 した結果で あ っ た 。 そ の 全国盲教育研究大会保健体育分科会の 主要 な研 究題 は ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （1D4）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（105）

「カ リキ ュ ラ ム 編成につ い て 」（昭 36．）　　　　　　　　　　　　　　　　　 「球技及 びボール 運動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ダ ン ス の 指導法につ い て 」

で あ っ た 。 こ れ らの 研究題 が示すよ うに
，

30年代の 現場で の研究は ， 教育課程 の 編成問 題
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （10fi）

を軸とした当面の 「具体的な問題点の 把握と そ の 打開策の 研究」が主で あ っ た 。

　な お ， 全国盲教育研究大会 ， 日本特殊教育学会及 び日本体育学会 ， そ の 他 ， 医学並びに

教育関係雑誌で 30年代に報告された盲学校体育に 関す る研究の 内容は，形態に 関す る報告

11件，機能に関する報告 16件 ， 正課 ・課外体育 の指導に関する報告 10件 ， 身体構造 に関す
　 　 　 　 　 　 　 　 （107｝

る報告 6件 で あっ た。 20年代に比 して形態の 研究 は低調とな っ たが ， 機能研究は増加 し，

それ を踏ま えて指導法の研究も増加傾向を示すな ど ， 注 目す べ き動向が見 られた 。 この 指

導法に関す る報告の 多 くは事例研究的な もの で ，そ の増加は現場に お ける体育研究 の高ま

りを示 して い た 。

皿　招和 40 （1965」 ’ 74）年代の 概観

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （108 ）

　30年代で 校舎の 新 ・改築を終 え た盲学校は ， そ の 後 ， 体育館を初め，運動場，柔道場及
　 　 　 （109）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．
びプ

ー
ル な どの体育施設 の 整備 に着手 した 。 こ うして従来か ら懸案となっ て い た施設面の

整備は ほぼ終わ o ．たが ，
・新 しく顕在化 して い た早期教育及 び重度 ・重複障害児教育 の ため

の 諸施設の 整備は未だ残 され て い た 。

　一方 ， 文部省は ， 教育内容を よ り充実 させ教育の 質的向上を図 るため ， 教育諸情勢 に対
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （110 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （111 ）　　 （112 ）

応 しなが ら要領の 改訂 や
， 諸問題解決の ため の 調査，研究を続行 して い っ た 。 また，障害

教育研究推進の た め の 中心母胎 とも言え る国立特殊教育総合研究所 （昭46．〈 1971＞） 力斗

創設 され ， 組織的 ・体系 的研究が 国家的規模で 促進 され るよ うにな っ た 。 なお ，財団法人
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔113 ）

と して重複障害教育研究所 （昭 50．〈 1975＞ ） も設立の 運びとな っ て い た 。

　 　 　 　 　 　 　  

　 1． 学習指導要領の 改訂

　障害種別 やそ の程度の 多様化が ，
40年代に 入 っ て 更に進行を弾め て い た 。 改訂前の 要領

は それぞれ盲学校教育の 質的充実に 成果を収めて い たが，複雑多岐 に わ た る教育実態に 対

応 し， よ りきめ細かな教育を推進す る必要性か ら要領 の改善が要請 され ，
46 （1971）年 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｛114 ）

「盲学校小学部・中学部学習指導要領」が告示 された 。 そ の 改訂の要点は，次の よ うで あ っ

；！18冫

　  　教脊目標は ， 小学部また は中学校の それ と同じで ある 。

　  　学習困難な者及び重複障害者に っ い て の 特例 を設ける 。

  小学部または中学校の各教科目標及び内容は ， 小 ・中学校の それ らに準ずるもの と

　　　し ， 障害の 特性に 応 じだ適切な指導を行 なうために必要とする事項 は ， 指導計画の

　　　作成 と内容 の 取り扱 い で 示す 。

　  　新たに養護 ・ 訓練 の領域を設 暁 教育課程に 位置づ ける 。

　  総則に 「第 5体育」の 項を薪設 し ， 「心 身ともに調和の とれ た人間の育成を 目指す も

　　　の で ある こ とを強調」す る 。

　なお ， 指導計画の作成と内容の取 り扱いでは ｝ 例え ば， 中学部保健体育 におい て ， 次の
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　　　 　　　　　　 Cl16）

諸点が示 されて い た 。

　  　指導 IC当た っ て は，各領域の 指導が か た よ りな く適切 に行なわれよ う配慮する こ と。

　  運動技能に 関す る事項の 指導 に 当た っ て は ， 正確な動作がで きるよ うに配慮する こ

　　　 と。

　  　模型 や視聴覚教材な どを活用す るこ と。

　  　不良姿勢や固癖の 予防矯正 に努め，歩行運動が正 しくで きるよ うに配慮す るこ と。

　  生徒 に適 した運動種 目を工夫 し，

’
指導の 効果を高め るよ う配慮する こと 。

　  　危険予防の 態度 と習慣が身にっ くよ うに し ， 視覚保存に 周到な配慮 をす る こ と 。

　以上 の よ うに ，こ の要領は ，教育課程を小 ・ 中学校に準 じさせ るとともに ， 障害や能力

の 多様性に 応 じて 弾力的に指導で き る よ うに配慮 し， 教科面で は ， 体育 または保健体育が

特別に 配慮す べ き基本的事項を示すに とどめ た こ と な ど ，
32年度版 の 編 さん 趣 旨に似た性

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 “ IT）

格をもっ て い た 。 こ うした盲学校要領 の 変遷 にっ い て
， 「視覚障害教育百年 の あゆみ」は ，

「盲学校とい う枠組み に とらわれて独 自性を強 く出した時期と
， 小 ・中学校教育 と

．q）関連を

重 くみ た時期が交錯 し，ま1た ， 実施の反省が次 の 時期に反映 して
， また元 に もどすと い う

よ うな面」 が あっ たと指摘じて い る。 しかし ， そ の こ とは， こ の要領が決 して時代 に逆行

して い るとい う意味で はなか っ た 。 学習が著 しく困難な児童 ・生徒に対する教育課程編成

の 基準 を設けた こ とや，養護 ・ 訓練の 新設 な どは，現実へ の 適切な対応措置 と して 生 まれ

た新 しい 構想の現われで あ っ た 。 特に
， 後者の 教科新設 は，従来か ら体育の指導内容の

一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 メ

つ とな っ て い た歩行及び感覚訓練を重点的に指導で きるように したり ， 重度 ・ 重複障害者

体育の 対応を容易 にす るなど，画期的な改善で あ っ た 6
’
な お，こ の 要領は，強度近視や小

眼球 ， 牛眼 などの眼疾患が打撲などによ っ て 網膜剥離 や眼底出血の よ うな偶発的事故で 視
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （t18）

覚 を失 う危険を指摘 し，
こ の 面で の 周到な配慮を促 した こ とも注目され た 。

　要領 は教育課程 の 基準を示す もの と され て い るが ， 井原栄二 も述 べ て い る よ うに
， 「単純

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Cl19）
明解 に整理 し得 る絶対法 は存在 し得な い 」 で あ ろ う。 今回 の 改訂版 も問題がな い わけで な

か っ た 。 しか し， そ うした問題点に つ い て要領 は，弾力性をもたせなが ら現場に対し研究

の促進を期待して い た 。 体育で は ， 運動教材の創意工夫 ， 養護 ・訓練を組織的 ・体系的に

指導 して い くため の対応及び特例該当児童 ・生徒に関する指導法な どが ， 主要な課題で あ

っ た 。

　 2． 運動教材の定着

　 40年代で新 しく研究され た運動教材 に ， 体 操領域 で は ， 「ト ラ ン ポ リ ン 運動 」 （昭39．

〈 1964＞ ， 久我 山ti｝
2e ）

「白杖体操」（昭 42．〈 1967＞， 久我山罸：
）

球 技 領域で は ， 「音響
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c122〉
ボ ー

ル 使用に よ る バ レ ーボール 」 （昭40．〈 1965＞！ 岐阜盲）， rフ ッ トバ レ
ー

ボ
ー

ル 」 （昭
　 　 　 　 　 　 　 　 　 c123）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 く124）

42．〈1967＞ ．島根盲）， 「ゴ ル フ 」（昭 47．＜ 1972＞ ， 長崎盲）， 「ブ ラ イ ン ド ・ ス カ ッ シ ュ 」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （125）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（126）

（昭48．〈 1973＞
，
長崎盲）

，
格技領域で は ， 「剣道」（昭 38．＜ 1963＞ ， 大阪市盲） な どがあ っ

た 。 これ らの 運動教材の うち ， トラ ン ttリン 運動が， 敏捷性を養 うもの として 急激に普及

し， 器械体操の 主要な教材と して 定着 した 。 また ， 30年代か ら継続的 ｝ビ研究されて きた教
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （127 ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（128 ）　　　　　　　　（129 ）

材で は，盲人 バ レ ーボ ール が そ の規則 の成案を み
，

バ ス ケ ッ トボ ール
，

サ ッ カー
は研究段

階 の 域を出なか っ た 。 こ の よ うに ， 規則面で 若干の課題を残 して い る教材 も見 られたが，

＼
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13o）

三 重県立盲学校め調査報告で もうかがえ るように ， 少な くとも40年代で は ， 歴史的発展過

程や競技規則の 確定結果な どか ら，陸上競技，体操 （器械，徒手），バ レ ” ボ ール ，野球 ，

ダ ンス
， 水泳 ， 柔道 ， 卓球 は定着 し，

バ ス ケ ッ トボ
ー

ル 及びサ ッ カ
ーは定着傾向を 示 した

と言え るだろう。

　終わ りに ， 30年代か ら40年代にか けて の新教材の 模索と適切な教材の 選択・定着過程で ，

若干注 目す べ き点が見 られ た こ とを附記 して お こ う 。 そ れは ， 全盲者指向の教材内容か ら

弱視者重視の 教材内容へ の 移行傾向の 胎動で あり， 正課体育の 一体化現象で あ っ た 。 剣道

を初め
，

バ ス ケ ッ トボ ー
ル 及 びサ ッ カ ーな どの 採用の 背景に は ， 弱視生徒の 増加とい う教

育情勢の 変容が あ っ た。ま た，正課 ・課外の一体化姿勢は伝統的な もの で あるが
， 特に

，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （131）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（132 ）

盲人バ レ
ー

ボ
ー

ル の 開発過程や体力づ くりにお ける指導面で 強く現わ れて い た 。 盲人 バ レ

ーボ ー
ル の 開発 ・定着過程に おい て

，

『
学校 や地区単位で の正課 ・課外を間わな い研究 と ，

体育連盟 や教育研 究大会 を通 して の 組織的な研究が な され た 。 体力づ くりの指導面で も同

じで あり， そ の背景 に は
， 部活動へ の 全員参加型及び体育科教員の 正課 ・課外の併任性 と

い う教育事情が あ っ た と考え られ る。 い ずれに して も， こ うした
一

体化現象ぱ ， 今後も指

導上の 問題解決に ，また ，教材の 開発や普及 に貢献して い くで あろう。

　 3．課 外体育活動 の 充実

　 40年代 に入 っ て 体力づ くりが ，大き くクロ ーズ ・ ア ッ プ し学校体育界を
．
ゆさぶ っ たこ と

は衆知の こ とであ るが ， 盲学校体育 も例外で は なく， ．正課及 び課外体育を問わず従来以上

に体力づ くりは強化されて い っ た 。 今期に お い て林 力づ くりの ために年間を通 して実施 さ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （13s）

れた運動 に は ， 次の ような もの が あ っ た 。

　ラ ジオ 体操 2庄0 ％ （以下％を省略），
なわ とび持久走 12．3

，
サ ーギ ッ ト ・ ト レーニ ン グ

　10，5，業間体繰8．8，ウ ェ イ ト r ト レ ーニ ン グ 5．3 ， そ の 他 22．8。

　全国的に体力づ くりを指向した運動が，学校生活の 中に 計画的に 取 り入れ られ成果を挙

げた 。 そ の 体力づ くりの 取 り組み の中で ， 伝統的な体育行事活動 も漸次変容 し始めて い た。

従来の 運動会，遠足，水泳教室 ，

．
各種校内体育 大会 とい う活動に ，ス キー，ス ケ

ー ト及び
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （134）

ボ
ー

リ ン グなどの 運動が加え られ，そ の 活動内容は多面化されて い っ た。

　
一
方， 部活動の 延長で あ る対外試合活動 も， 地区体育連盟が結成されて一段 と活発 とな

っ た 。 地区体育連盟 は， それぞれの 地区の実情 に即 して競技種 目を選定し，

一地区的に特色

の あ る課 外体育活動を促進 して い っ た 。 40年代に は ， 「第 1 表」 に 示 した よ うな種目が ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （135），（136 ），（137）
各地区の 体育連盟 に よ っ て 取り上げられて い た 。

　長い 伝統 を誇 り， 盲学校生徒 に大 きな希望を与えて きた全国盲学校陸上競技大会 と同野

球大会は ，
40年代によ b発展す るもの と期待され たが ， 前者は第 34回大会（昭42．＜1967＞，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ B8）

和歌山）で
， 後者は第11回大会 （昭4L ＜1966＞ ， 香川）で 中止とな っ た 。 特殊な規則上

の 制約の た め
， 競技場の 借用や大会役員 の 確保が 困難とな っ た こ とが主要な原因で あっ た 。

しか し ， そめ背景に は，ル ール 上の 問題 や個人の みな らず主催校の 経済的負担増があ っ た

もの と考え られる 。 陸上競技と野球は
，
45 （1970）年の 各地区盲学校体育連盟代表者会議

（大阪市立盲学校）で ，そ の規則の確認 や決定を みて い 1蓼髦） また ， 30年代後半がら顕現 し始

め た生徒数 の減少 は ， 経済的負担増を更 に大き くする結果を生んだの で ある 。 そ の後，陸
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第 1 表　地区別盲学校体育連盟主催 の 大会競技種 目

　 競技種目

地区　　
』

体育連盟

野　球
■

陸 　 上

競　技
柔　道

ノ噌 レ ー

ボール
水　泳

フ ッ ト
ベ ー

ス

ボ
ー

ル

卓　球

東　 　 海 ○ 、 ○ ○ ○（女）

近　　 畿 ○ ○ ○ ○ O

関　 　 東 ○ ○ ○ ○ ○

東　　 北 01O 、

中　　 国 ○ ○ ○

四 　 　 国 O ○ ○

北 信 越 O ○ O

九　　 州 ○ ○ ○

上競技大会 は 全国身体障害者ス ポ ーツ大会が代替す る形で行 なわれ ， 野 球大会 は地 区別 に

実 施され て い っ た 。 こ の 全国大会 の 中止は ， 盲学校課外体育活動 に一つ の 転機を与 えたと
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Clte ）

言 えよ う。 こ の間 の事情に つ い て 千葉県立千葉盲学校の 「六十年の 歩み」 は，次 の よ うに

述べ て い る。　　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　 。

　　　生徒数が少な い の に ，多数の ク ラ ブ，同好会を維持す る とい うこ とに なれば，当然，複数の ク

　　ラ ブに 所属する生徒が 出て くる 。 （中略）ゐ〉つ て は ， 盲学校の 生徒が，各種大会に参加す るの が；

　　社会性を伸ばす上で 重要 で あ る と の観点か ら， 参加を第
一
義と考 え て い た が ， 最近 ， そ の姿勢へ

　　の 反省が な さ れ る よ うにな っ た 。

　 こ の報告の よ うに ， 全国大会 の 中止が転機 とな っ て ， 課 外体育の活動方法や対外試合の

参加方法 の 問い 直しを生み ， 各校は その 活動形態及び その 方法を現実に即応 させ て い き，

よ り充実した活動を育て て い っ た の で ある 。

　　4．．研究活動 の 多面 化

　 全 日本盲学校教育研究大会保健体育部会 の 40年代 における研究主題 は，
45 年度 で は ，

「盲人バ レ
ーボ ー

ル の 全国統一ル ール の 作成」， 「全盲児 の ス ポ
ー

ツ テ ス トを ど の よ うIC行
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c141）

な っ た らよ い か」で あ り， 48年度で は， 「盲学校 における体力づ くりに っ い て 」 と，「盲学

校 ス ポ ー
ツ ル ール の 再検討に つ い て （特に 陸上競技 ・バ レ

ー
ボ

ー
ル

， 新た に バ ス ケ ッ トボ

ー
ル ）」で あ っ 冠

）

こ れ らの主題 も示すよ うに
， 現場で の 研究は ， 当面する具体的商題 の 打

開策を主要な対象と して い た。

　 なお，前記教育研究大会を初 め
， 盲学校教育 に関連する諸学会，そ の他 ， 研究大会及 び

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔143 ），（144）
’

学会に関連する研究雑誌などに発表 され た報告をま とめ る と ，
ル

ー
ル に関する事例的研究，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （14b ，（148 ）卩（149 ）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （145），（146 ）

運動教材 の 開発 や教具の 考案，ス ポーツ ・ テ ス トや体力づ くりの方法に 関す る研究が22件
　 　 　 　 　 （150）

報告され た 。 こ う した指導に 関す る報告が 前期よ り増加傾向を示 し， 「一 人ひ とりを伸ば

す体育」及び 「多様性に応ずる体育」 を指向 した動向と して注目された。そ の他，管理 や
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　　 （IEI ）

歴 史関係 の報告 あ る い は弱視体育や盲幼児体育に つ い て の 報告 も見 られ るよ うにな り，

徒来と異 なる研究領域 ・内容の多面化傾向が現われて きた 。
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W 　昭和 50 （1975− ’84）年代の 課題

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （152）

　53年度の 全 日本盲学校教育研究大会 に て
， 「盲教育百年宣言」が採 択 された 。 この 宣言

は ， 盲教育百年の 歴史を回顧 し， そ の反省の 上に立 っ て現実を直視しなが ら新 しい 世紀 に

望む誓 い を公に したもの で あ っ た。 そ の宣言の 内容 は ， 就学形態の 多様化 ， 職域の 多様化

就学の 早期化 ， 障害 の 重度 ・重複化 ， 市民各層 との 連帯化とい う現状認識に立 っ た もの で

で あ っ た 。 また ， 同研究会は，こ の大会を契機に盲教育を更に飛躍させんがため
， 各地区

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c153）
の 代表21校に 「こ れ か らの 盲学校の 最重点課題」 に つ い て の 報告を求め た 。 そ の 報告内容

を分析 した ものが ， 「第 2表」で ある 。

第 2表　これ か ら の 盲学校教育の 最重点課題 昭 54．（1979）現在

課　　　　　題 ％ 課 　　　　　　　　　　題 ％

重 度
・重 複 障 害 教 育 61．9 指　 導　 法 28．6

職　　業　　教　　育 57．1 単一障 害教 育法 （全 盲 ，弱 視 ） 28．6

専 門 教 員 の 養 成 52 ．4 教　 育　 相　 談 19．0

教　　育　　課　　程 42．9 養　 　 護　　 ・　　 訓　　 練 19．0

統　　合　　教　　育

就　　学　　指　　導

早 　 　期　 　教　 　育

器
　 ＼
38，1

教　 材　 ・　 教 　 具　 開　 発

施　　 設　　　・　　 設　　 備

、
文　 字 　 　情　 　報 　 　処　　理

9．59

．59

．5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

　盲学校が直面 し（
x

い る 多岐に わ た る これ らの教育的課題 は，障害や能力に応 じて 児童 、・

生徒の一人ひ とりを最大限に伸ば し，自立させ て い くたあ の 苦脳 か ら生 まれた所産で あ つ

た。体育とい う教科も決 して例外で はな く，他教科と同じくこれ らの 課題の
L

っ
一

っ と深

い 係わりをもっ てい る 。 戦後の 障害児教育を概観する とき，
r つ の 教育的問題が解決されな

い ままに
， 更 に新 たな問題が発生 し， しか も新 ・旧の問題が複雑に絡み合っ て 新たな問題

を生起 して い くと い う現象が見 られた 。 これか らの 障害児教育で は ， そ うした諸現象を早

期に将来計画の 中で とらえ ， 組織的な総力体制で 解決に努力 して い く必要があろ

「
う。

　さて
， 盲学校体育が直面 して い る課題 は多岐にわた っ て いる こ とは ，

これまで の歴史的

概観や上記 の 報告か らも明らかで あるが ， 少な くと も50年代で は ， 新要領に適切に対応 し

て い くため に も ， 次に掲げた諸問題 に関して充分な配慮を示さね ばな らな い だろう，。

　 1． 重度 ・重複障害者 へ の 対応

　盲学校における重度 ・重複障害者教育の 当面の 重要課題 は
，
そ の 障害に 応 じた指導体制の

確立で あり，実践の成果を集 約しなが ら系統的に指導内容 ・方法を確立 して い くこ とで あ
c154）

る 。 重度 ・重複障害者教育 の学習内容 と して ，日常生活学習，健康安全学習 ， 歩行学習 ， 感

覚運動学習 ， 作業学習， 教科学習， 合同学習及び総合学習などが あり，
これ らの学習が個

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 く15fi）
人個人の 障害の 程度 や能力に応 じて指導されて い る。 こう した養護 ・訓練的学習を主体と

した重度 ・重複障害者教育 に対 し， 体育は教科学習の みな らず ， 多面的に 貢献 して い かねば

な らない 。「身体機能．感覚運動機能を 向上させ
，

日常の 生活基本動作に応用発展させ て い
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く場。 聴覚触覚等の 感覚器官を通 し， 環境に適応 した動作や対象認知 の 能力を高 め て い く

場 。 身辺処理 （排泄 ， 食事 ， 衣服着脱等）能力の 向上をめ ざす生活技能訓練の 場 。 集団内
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c156）
の 適応能力の 向上をね らっ た合同学習の 場 。 」な どは

， 体育学習の 中で 容易 ic設定で きる場
　 　 （157 》

で ある 。 こ うした観点か らも ， 体育は ，重度 ・重複障害者教育 を推進 して い く教育体制の 中

で ，特 に重要な教育的役割を果 たさな ければな らな い だろ う。 体育指導に 携わる者は
， 従

来の 教科的概念 に とらわれ る こ とな く， 教育体制の 中で検討された体育的指導内容を創意

工 夫 しなが ら実践 し， そ の成果を積み上げて い く必要が ある 。 指導効果を挙げるためには，

担当の編成，学習集団の 編成 ， 予備調査の 実施，教材 ・教具の 工 夫や選定，施設 ・設備の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （Is8 ）

整備 ， 指導計画 の 作成 と方法の 決定 ， 事後処理方法 の 決定などが ， 教育体制 とい う組織 の

中で検討 され ， 円滑且 つ 適切 に実践 に 移 されて い か ねばな らな い
。 指導上 の 諸問題は，そ

うした実践が積み重な っ て 解決 され て い くもの と考え たい 。 現今 ， 現場で は ， 重度 ・ 重複

障害者体育の事例的研究も漸次報告され るよ うに なり，事例を積み重ねて 系統化して い こ

うとい う姿勢が出始め て い る 。

　 2． 弱視者増加 へ の 対応　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〜

　全盲 者が弱視者に比 して 多 く在籍 して い た時 と異な り，弱視者増加の 問題 は ， 体育 に お

い て もそ の 指導内容 ・ 方法 に限 らず ， 管理面に まで 改善を余儀無 くした。 当然な こ となが

ら， 弱視者が 全盲者よ り多くな っ て も両者が と もに 在籍する以上， 互い が 阻害され る こ と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t

な く
，

と もに 最大限 の発達が保障されな けれ ば な らな い 。その ため に は，学習集団の編成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （159）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（160 ）

と担当者の 編成 をも含め た指導の 研究 ， 教材
・教具 の 改良 ， 統 合教育 の推進及 び施設 ・設

　 　 　 ｛161）

備の 改善な どが重要な課題 とな ろ う 。 な お ， 弱視児童 ・生徒の発育 ・発達や心理 ・行動 ，

視力保存法な ど ， 全てが 明 らか に され て い るわ けで は な く， 弱視児童 ・生徒に関す る こ れ

らの 基礎的問題を生理学 的， 心理学的 ， 社会学的な側面か ら究明 して い くこ とが肝要 とな

っ て い る。

　 3． 教材 ・ 教具 の 改良 と開発

　盲学校体育の 教材 ・教具 には ，
．すで に定着 したもの もあれば ， 現在 なお実験段階の もの

　 　 （162）

もある。 前述の よ うな盲学校児童 ・生徒の 障害種別 の変化 に対応 して い くため，既存の 教

材 ・教具 の見直 しが必要 となっ て お り， 同時 に新 たな教材 ・教具の 開発 も緊要 とな っ て き

た 。 54年度の 全日本盲学校教育研究大会保健体育部会に お い て
， 「ス ポー

ツ種 目の 開発 と改
　 　 　 　 　 　 c163）

良工夫 に つ い て 」討議 されて い る よ うに ， 盲学校体育 に とっ て こ の 問題 は古 くて 新 し い課

題 なので ある 。

　 4． 課外体育活動促進方 法 の 検討

　課外体育活動は ， 運動不足がちな視覚障害 者に と っ て も， 不可欠な学習活動で ある こ と

は言 うまで もな い 。 新要領 に お い て も ， 体育活動が 学校生活 全体を通 じて 適切 に進あ られ

る べ きで ある とさ礼 そ の重要性が一段と高まっ て き鴛
）

教育情勢の変化は厳 しく， そ の

対応に は困難な もの が あるが ， こ の 活動をよ り活発に ， よ り充実したもの に して い くため

には ， 児童 ・ 生徒の 自主性が尊重 された上で ， 次 の 諸点が学内の 指導体制， ある い は地区
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及 び全国的な組織の 中で 討議され ， 促進 されて い く必要があろ う。

　  活動形態を実態に 対応 させ て い くこ と。

　   　運動教材 の 改良 ・開発を積極的に 進め る こ と。

　   　活動費充実 の ため の 方法を全国的視野で検討するこ と。

　   施設 ・設備 の 改善 と整備を進めるこ と。

　 5． 施設 ・設備の 改善 と整備

　盲学校 における教育施設 ・設備の 改善 や整備 に対す る要望 の 強い こ とは前述 した が ， 体

育 に関連す る施設 ・設備 に 関す る限 り， 全盲者に充分に対応で きる施設 ・設備が未完の ま
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

まの状態で
， 更に 重度 ・重複障害 者及 び弱視者の増加 とい う新しい 情勢に 対応 した施設 ・

設備の 整備が 緊要 とな っ て い るの が実状で あ る 。

　個人個人の 障害の程度 や発達段階に 応 じた施設 ・ 設備を完備 して い くこ とが課題で あ る

が ， 少な くとも50年代 ICは ， 重度 ・重複障害者の ために養護 ・訓練用の 施設 ・設備 ， 全盲

者が自主的に利用できる安全な走路を特設 し， しか もバ ス ケ ッ トボ ー
ル の 試合が可能な体

育館や，サ ッ カ
ー
及び野球が安全にで きる運動場 ， 幼稚園や小学部児童 の ための専用の 遊

び場 （外） や遊戯場 （内）な ど の 施設が完備 される べ きで あろ う。 そ の 他 ，
40年代の末期

　 　 　 　 　 　 　 Clfi5〉

に 27．3％の 充足率 を示 したプ ール の設置を初め ，専用の柔道場 ， 卓球場 ，
バ レ

ーボ ール ・

コ 　 一一ト及 び トレ
ーニ ン グ場な どを早急 に 設置す べ きで あ る 。 そ の ため には ， 県当局 や文部

省の 理解 と施設 に関連する法令の 改善が ， 不可欠な条件となるで あろう。

ま　　 と　　め

　戦前の 全盲者中心の 教育実績を篠活 させ る こ とに よ っ て戦後再出発 した盲学校教育は，

時代時代 の 内外に お ける厳 しい 教育情勢 に対応 しなが ら， こ の 30年間余に 多くの 曲折を見

せ た 。 当初 ， 試案 として 刊行 され た教育課程が学習指導要領 とい う名称 となり， 通達 ， 更

に公示 とい う形で 公 にされ るよ う
’
に な っ て 漸次そ の 基準性や法的拘束力を 強め て い っ た 。

教育目標の設定に お い ても， 長年小・中・ 高校に 「準ずる」姿勢を崩さな か っ たが ， 「同
一

」

視す る姿勢をとる に至 っ た。 教科内容で は ，

一貫 して 「準ずる」姿勢が とり続け られ て い

るが ， 30年代後半か らの重度 ・重複障害者及び弱視者の増加とい う教育情勢の 変容に よ っ

て ， 従来の 全盲者指向の内容が弱視者重視傾 向の内容 に ， 障害の 種別 ， 能力 ， 適性に応 じ

て 弾力的な指導が で きる多面的な 内容 に移行 して い っ た 。 また ， 40年代半 ばまで は， 盲学

校 ある い は体育科 とい う領域 の 中に閉 じ込 もりがちで あ っ た盲学校体育 は ，
40年代後半の

改訂要領 に よ っ て 学校の教育活動全体 を通 じて 実践 され る もの とされ ， 日常生活 ， 社会生

活及び小 ・ 中 ・高校 との統合教育活動におい て も促 進され るべ き もの とな っ た 。 なお
， 上

記 の 改訂要領で 養護 ・ 訓練が新設 され ，従来，体育学習を通 じて 実践 されて きた感覚訓練

や歩行訓練などが ， 同科を中心 に重点的に指導され るようにな っ た 。

’．運動教材で は ， 陸上

競技，徒手 ・器械体操．野球，バ レ ーボール ，卓球，ダ ン ス，相撲 ， 柔道及び水泳が教育

課程の 中で 定着 し，バ ス ケ ッ トボ
ー

ル 及びサ ッ カ
ーなどの球技 も定着傾向を示 した 。

　戦後 ， 教師主導型で 推進された体育行事活動を足がか りと して 漸次立ち直 りを見せた課
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外体育活動 は ， 社会の ス ポ ー
ツ 熱の 高揚や生徒会活動の 活発化 と相ま っ て 充実 して い っ た 。

20年代末期 には
， 陸上競技，野球，卓球，柔道 な ど の 部活動が行なわれるよ う｝こ な り，30

年代に は ， 各校が 実情に 応 じて 近憐校との親善試合 ， 地区及 び全国大会 を 目標に 活動を強

化させ て い っ た 。 30年代か ら男子
一辺倒的な課外体育活動の 反省が生 まれ ， 女子 に も運動

の 機会 を多 くするため，盲人バ レ
ー

ボール が組織的 に研究され，関係 者が
一

体と な っ て ，

それ を地区大会を開くまで に成長させ て い っ た り，体育科教育課程に定着させ い っ たこ と

は注 目すべ きこ とで あ っ た 。 なお ， 長 く続 い た伝統 ある陸上競技 と野球の 全国大会が 40年

代初めに中止となり， 従来の運動部にお ける活動形態や方法が問い 直され始めた 。

　研究面で は，当初 ，形態や機能に 関す る基礎的研究が ，盲児童 ・生徒 の 身体的特異性を

把握する た め IC
， 主 と して 大学関係 者に よ っ て 始め られた。 こ うした基礎的研究は30年代

に入 っ て も続けられたが ， 機能 に関す る研究が増加 し， 教育課程編成に 関す る研究 を中心

と した指導上の 研究 も増加 して注 目され た 。 40年代の現場で の研究は，統
一

ル
ー

ル の作成 ，

ス ポ
ー

ッ ・テ ス トの 実施方法 ， 体力づ くりの方法 など ， 当面 の 指導上の 問題研究に 視点が

向け られて い た 。 なお ， 40年代の 研究報告を総合的に概観 したとき ， 指導上の研究 ， 弱視者

体育の 研究 ， 盲幼児体育 の研究 ， 管理 的研究及 び歴史的研 究が 見 られ ， 前期に比 して研究

領域の拡大 と内容の 多面化が注 目され た 。

　 以上 ， 正 課体育 ， 課外体育及びそめ研究と い う面に視点をお き， 盲学校体育の戦後の 動

同を概観 した の で あるが ，
こ の 三 者は決 して それぞれが単独で発展 して きた わけで な く，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i

三 者が 互 い に関連 し合い
， 時には相乗的 ic影響 し合い なが ら発展 し現在に 至 っ た もの で あ

る 。

　戦後30年余 ， 流動的な教育情勢に対応 しなが ら，

一人ひ とりの 障害者の 自立 を願 っ て 苦

脳 し続けて きた盲学校体育 は，50年代に は，新要領を適切に実践に 移 して い くた め に も，

少な くとも次の よ うな課題に対処 して い かね ばな らな い だろう。

　 1； 重度 ・重複障害者へ の対応 。

　 2．弱視者増加へ の 対応 。

　 3． 教材 。教具 の 改良 と開発 。

　 4． 課外体育活動促 進方法の 検討。

　 5． 施設 ・設備 の改善と整備 。

　終わりに ， この領域の い っ そ うの発展を願 うと同時に ， 本稿の資料収集に 当た り，石川

県立盲学校上 田まっ 教諭 の御援助を賜わ っ た こ とを附記 し， 感謝の意 を表する次第で あ る。

　な お ， 本稿の要旨は ， 日本体育学会第31回大会にて 発表 した こ とを附記 して お く。
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  　東京教育大学教育学部附属盲学校教育課程委員会（編）， 前掲書 ， 下巻，p．427 ．

  　宮部正夫，特殊教育，憲洪普及 協会，1950．p ．178．．

  ・東京教育大学教育学部附属盲学校教育課程委員会（編）， 前掲書， 下巻 ， pp ．413 − 421 ．

 
「
盲聾教育開学百周年記念事業実行委員会編集部会（編）， 前掲書 ， p．・157．

  　静岡県立静岡盲学佼（編），静岡盲学校六十年誌 ， 静岡県立静岡盲学校 ， 1958 ．・p．　81．

  　盲聾教育開学百周年記念事業実行委員会編集部会 （編）， 前掲書， p，157．
　 　 　 ，　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 s

  　群馬県盲教育史編集委員会ぐ編）， 前掲書，p．571．

伽　佐々 木友三 ，盲教育 の 基盤，
’
富山県立盲学校，1953．p．102．　　　　　　　　　　　 ．

圏 　佐 々木友三 ，前掲書 ，p．102．

闘　前田利直， 盲学校体育全盲ス ポ ーツ ， 長崎県立盲学校 ， 1976．p．16．

勵　文部省 ，昭和26年度特殊教育研究会資料 ， 1951．p∫12．∫ 165．

圃　盲聾教育開学百周年記念事業実行委員会編集部会（編）， 前掲書 ， p．152．。 群馬県盲教育史編集

　 委員会（編），前掲書 ，
・p．574」

舩　群馬県盲教育史編集委員会（編）， 前掲書 ， p ．
1720

．，

  　静岡県立静岡盲学校（編）， 前掲書 ， ppl39 − 40．
・図　静岡県立静岡盲学校（編）， 前掲書，p ．40．

鬮
「
静岡県立静岡盲学校（編）， 前掲書，pp   73r74 、

  　石川県立盲学校 ・ 石川県立聾唖学校，昭和20年度石 111県立盲学校・石瑚県立聾唖学校教務日誌 ，

　 1946．。 石川県立盲学校 ・石川県立聾唖学校，昭和21年度石川県立毒学校 ・E．JTl県立聾唖 学校教務 日

　 誌，1947．

蜘　千葉県立千葉盲学校（編）， 六十年の歩み ， 千葉県立千葉盲学校 ， 1972．p，1妨．

闘　石Jil県立 ろ う学校創立七十周年記念誌編集委員会（編）， 創立七十周年記念誌，石川県立 ろ う学梳

　 1977．　p．49．

紛　佐々木友三 ， 前掲書，p ．101．
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18 北　野　与　一

  　千葉県立千葉盲学校（編）， 前掲書 ，

・p．135．

  　盲聾教育開学百周年記念事業実行委員会編集部会（編）， 前掲書 ， p．152．，157．

幽 長 田一臣，ス ず
一

ツ とセ ラ ピ ー 道和書院 ， 1975．p ．406．

  　世界盲人百科事典編集委員会（編）， 世界盲人百科事典 ， 日本 ラ イ F ハ ウ ス ，1972．pp ．166− 167．

幽　世界盲人百科事典編集委員会（編）， 萌掲書，p ．169．
1

  　藤井喜久雄（編）， 大分県立盲学校史，校史刊行委員会 ， 1974．p ．107．

  　群馬県盲教育史編集委員会（編）， 前掲書，pp 五？0− 589．

幽　群馬県盲教育史編集委員会（編）， 前掲書 ，

・
pp ．570　一　SS9．

鰌　世界盲人百科事典編集委員会（編）， 前掲書 ， p ．168．

  　盲聾教育開学百周年記念事情実行委員会編集部会（編）， 前掲書，p ．157．

伍O） 世界盲人百科事典編集委員会（編）， 前掲書， p．168．， 同書 に よれば，30 （1955）年か ら毎年地区

　盲学校柔道大会が開催されるよ う にな っ たとい う。　 O

（51｝ 盲聾教育開学百周年記念事業実行委員会編集部会（編），前掲書，p．152．

62｝ 群馬県盲教育史編集委員会（編），前掲書 ， p ．574．

　　栃木県立盲学校（編）， 創立六十五周年校舎新築記念誌，栃木県立盲学校，1974．p．113．

　　世界盲人百 科事 典 編 集委員会（編），前 掲書 ， p ．164．

闘　文部省， 盲心理 ， 日本教育大学協会 ， 1952．pp ；34− 48．　　　　　　　　　 s

　　東京教育大学教育学研究室（編），特殊教育，金 子 書房，195i．　pp ，100− 104．

（5丁　文部省 ， 盲心理 ，pp ．46・− 47・．。 東京教育大学教育学研究室 ， 前掲書 ，
　p ．101．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヤ

　　文部省 ， 貰心 理，p．34．。 北野与一，「わ が国に お ける聴覚障害体育 に関する研究 の 史的考察一視

　覚障害体育に関する研究史との 比蜂「
お い て」，．日本特殊教育学会第16回大会発表論文集 ， p．62 、

　1978．， 以 下に 述べ られ て い る件数 は 後者 に よ るもの で ある 。

鬮　笠松勇次 ， 「盲人の ス キ ル テ 冬 トの 実験」， 日本体育学会第 3 回大会抄録 ， p．3．1952．

｛60） 片岡茂太郎，「盲人平衡機能」，交通医学，第 5巻第 4号，p．562．1952．

｛6n　矢野邦雄，「
一

般並 に盲 ・聾 の 身重発育比較研究 ⊥　日本衛生学雑誌，第 8巻第 1号，　 p．22．1953．

｛6M　大木勝夫，「盲学校生徒 の 体格，体力並び に 体育方法 に つ い て 」，日本体育学会第 5 回大 会抄録

　p ．33．1餌4．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
i

  　文部省 ， 特殊教育百年史，東洋館，1978．p．328．

崎の　富山県教育史編さ ん委員会（編），前掲書 ， p．812」。 広島県立盲学校 ， 学校要覧，広島県立盲学筏

　1971．p．2．。 富山校 や 広島校の よ うに，被戦災校は20年代に新築を完了 して い る 。 戦災を受けなか

　 っ た学校は義務制に 伴い ，校舎 が狭隘とな り，30年代か ら40年代 にかけて 改築や新築を行な っ た 。

  　主要な研究会に は ， 日本盲教育研究会 （昭33．＜ 1958＞），弱視教育研究会 （昭36．＜1961＞）， 日

　本特殊教育学会 （昭38．＜19
’
63＞）などが ある 6

  　「盲聾学校及び 養護学校 の幼稚園 及び高等部 における学校給食に関する法律」の 公布 （昭33．

　＜1958＞），「学校教育法施行令の 一部を改正する政令」の 制定 （昭37．＜ 1962＞）， 「盲者 ， 聾者等

　の就学の 適正 な措置と指導icつ い て 」の 文部省通 達 （昭38．＜1963＞）などで あ る 。

  　群馬県盲教育史編集委員会（編）， 前掲書 ， p．610 、

  　山梨県立盲学校，山梨県立盲学校にお ける盲聾教育に 関する研究 （文部省指定実験学校報告書），

　文部省初等中等教育局特殊教育課 ， 1970．

欟　文部省，盲孛校小学部
・中学部学習指導要領一般編 第一法規，1957．。 世界盲人百科事典編集

　委員会（編）， 前掲書 ， P β田 ．

  　東京教育大学教育学部雑司ケ谷分校 「視覚障害教育百年の あゆみ」編集委員会 （編）， 前掲書 ，

　 pp．101− 102．

  　文部省， 盲学校学習指導要領小学部編 ， 第一法規，1964．pp ．205− 239．．

  　文部省；盲学校学習指導要領中学部編，第
一

法規 ，1965 ．pp ．141− 176．　　　　　　　 、
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  　文 部省 ，盲 学 校学 習 指導要領高等 部編，第
一法 規，1966．pp．71− 143．

  　東京教育大学教育学部雑司ケ谷分校 「視覚障害教育百年の あゆみ」編集委員会（編），前掲書，p．

　 102．

 
』
東京教育大学教育学部雑司ケ谷分校 「視覚障害教育百年 の あゆみ 」編集委員会（編）， 前掲書 ， p．

　 16．，同書には，当時，在学生の 70％ が弱視で あ っ た と報告さ れて い る 。

  　群馬県盲教育史編集委員会（編）， 前掲書 ， p．610．， 同書は ，36 （1961）年 4月現在 で ｝ 弱視児 は

　 OO％ lc達 したと報告 して い る6
　 　 　 　 　 　 　 9

  、木村久 ，「養護訓練の 基礎指導として の 体育教具の 開発」，盲教育，第 36号，pp ．58− 75，1973。

 
’
中根周吉，「盲学校に 於ける体操器具として の r巧技台』 の 研究」，昭和 31年度全国盲教育研究大

　会研究発表集録 ， p．70．1956♂　　
’
　 ．

・
　　　

’

憫｝ 前 田利直，前掲書，pp ．29− 32．

  ・長谷川康子 ， 「近畿盲学校の バ レ ーボール に関する実情報告」，昭和45年度全日本盲教育研究大会

　 要項 tpp ．31− 32．1970．

鶴 　木村久，前掲書，p ．58．
』

  　白水祥文，「盲人球技の
一

考察」，盲教育，．！持別号，pp ．49− 51．1964．

欟　藤田裕造，「本校で の 球技」，盲教育，特別号，．pp ．46− 49．1964，

図　郡治美，「バ ス ケ ッ トボ
ー

ル の 指導 に つ い て 」，盲教育，特別号，p ．51．1964、

〔働
1
栃木県立盲学校（編），前掲書，p ．106．， 栃木県立盲学校で は，30 （1955）年 に取 り入れて い る 。

  　世界盲人百科事典編集委員会（編）， 前掲書 ， p ．168、

  　小木曽善 ， 「市盲剣道部の こ と」，大．阪市立盲学校研究紀要 ， 第 3集 ， pp ．19− 20，1971．，小木曽

　の 報告 に よ れば ， 大阪市立盲学校で は ， 39 （1964）年に 弱視生徒を対象 に 剣潭ゑ部活動，翌年 に 正

　 課 に 取り入れ た とい う 。

  　東京教育大学教育学部雑司ケ谷分校
’
「視覚障害教育百年の あ ゆ み 」 編集委員会 （編），前掲書，p．

　 98．
， 関東地区で は ， 16 （1941）年頃，柔道大会を開催 して い る 。

  　世界盲人百科事典編集委員会（編）， 前掲書 ， p ．168．
’
  　北海道札幌盲学校（編〉，記念誌 開校二 十周年，札幌盲学校，1974．p ．17．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 y

鶴　栃木県立冒学校（編）．前掲書，pユ06．。 千葉県立千葉盲学校（編），
・前掲書，　p．185．。 栃木盲学校

　 で は，30 （1955）年 に柔道部を，・千葉盲学校で は ∫ 34 （1959）年に柔道同好会を結成して い る 。

働　世界盲人百科事典編集委員会（編 ），前掲書 ， p ．168．

 3） 小木曽善 ， 前掲書 ， pp ．19− 20，同報告 に よ れ ば ， この 中学部生徒が高等部に 進学する に及んで ，

　 高等部で も剣道部が結成され た とい う。 また，44 （1969）隼頃， 和歌山盲学校に遠征 し対戦して い

　 る こ とか ら， 和歌山校で も剣道部 が結成 さ れて い た も の と思われ る 。

  　石川県立盲学校児童 ・生徒の 眼疾調査 に よれば ， 網膜剥離者数 は，
・20 （1945）年 e −29 （1954）年

　 男子 2名 ・女子 1名 （外傷 1名，小眼球 2名）， 30 （1955）年〜39 （1964）年男子 4 名 ・ 女子 2 名

　 （外傷
’3名 ， 小眼球 2名 ， 不明 1名）で あ っ た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

齣 　徳田喜平 ・北野与一・作本邦彦 ・奥村　宇 ， 「学校体育の 傷害 に 関す る考察
一

そ の 防止策 と指

　導 につ い て 」，金沢大学教育学部教科教育研究 ，第 8号，pp ．67−−68．1975．，著者 ら は ，同 論文で

　 弱視障害者 に お け る同事例 に つ い て 報告 し ， 弱視者体育指導に 関 して 充分 に 配慮すべ きこ とを指摘 ．

　 した 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　　　　　　　
．
　

’

  　北野与一 「盲学校体育に お け る教材 ・教具 の 発達 」， 北陸大学紀要 ， 創刊号，pp ．98− 99．1977．

觚 　北野 与一
・「盲学校体育 に お け る教材 ・ 教具の 発達 」，pp．96− 97．

鮑　千葉県立千葉盲学校（編）， 前掲書 ， p ．151．

冊　世界盲人百科事典編集委員会（編），前掲書，p464 ．

  　井上一男，学校体育制度史，大修館，
11973

．pp ．564−5鴿、

矼on 長 田一臣，前掲書，　 p ．406．
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20 北
「
野　与

’一

囮 世界盲人百科事典編集委員会 （編）， 前掲書 ， p ．166，， 10種目とい うの は，・100m 競争 （男 ．女），

　100m 円周競走 （男 ， 女），1500皿 競走 （男），走 幅跳 （男 ， 女），立幅跳 （男，女），走高跳 （男），

　 三 段跳 （男），砲丸投 （男，女），ソ フ トボ ー
ル 投 （男），ハ ン ドボー

ル 投 （女） で ある 。

鬮 小野里甫 ， 「昭和34年 7 月盛岡 に お け る全国盲教育硯究大会管見」，盲教育 ｝ 第 2 号 ，p ．2 ．1960．

〔  盲教育 ， 第 6 号，p ．1．1961．

U  　盲教育i 第16号 ， pp ．15− 18．1964．

【106｝ 盲教育 ， 第20号 ， p ．60。1966．　　　　　　　　　　　　　　　　 一

｛鋤 北野与 r
， 「わ が国 にお ける聴覚障害体育 に 関す る研究 の 史的考察

一
視覚 障害体育 に関す る研

　究史とめ比較にお い て 」，p ．62．

鬮 千葉県立千葉盲学校 ， 学校要覧 ， 千葉県立千葉盲学校，
1973．p．4．同校で は ，

44 （1969）年に

　柔道場を設置 した 。

｛1働 広島県立盲学校，学校要覧，広島県立盲学校， 1971 ．p ．2 ．。 千葉県立千葉盲学校 ， 学校要覧，　 p．

　 4．。 前書に よれば，広島校は38 （1963ン年 に，千葉校は46（1971）年 に プ ール を設置 した 。 しか し，

　未だ多くの 学校は未設置で あ っ た 。

α1  「盲学校学習指導要領中学部編」の 告示 （昭40．〈1965＞），「盲学 校及 び聾学校の高等部 の 学科を

　定め る省令」の 公布 （昭41．〈1966＞）， 「盲学校学習指導要領高等部編」 の 告示 （昭41．＜1966＞），

　「盲学校小学部 ・中学部学習指導要領」 の 告示 （昭46．＜19711＞） な どで ある 。　 t

腿11｝ 「盲聾二 重障害者 （20歳末満）の 調 査」 （昭42．＜1967＞），「児 童生 徒 の 心身 障害 に 関する調査 」

　（昭 42．＜1967＞）， r就学猶予
・免除児実態調査」．（昭47．＜ 1972＞），「長期欠席児童生活実態調査 」

’
（昭48．＜1973＞）， 「発達状態実態調査」（昭49．＜1974＞），「軽度心身障害児 （者）．生活実態調 査 」

　 （昭49．＜1974＞） な ど を 意 味す る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ズ
（IM　「特殊教育教育課程研究指定校」の 設置 （昭 41．〈1966＞〜）， 例えば ， 「静岡県立静岡盲学校， 研

　究報告 ，

「t
昭和45 ・46年度文部省指定視覚障害児教育に関す る研究 ， 1972．」の 静岡校 の 報告書 ICよ

　れ ば 1同校 は 「小 ・中学校 との 提携協力に よ る視覚障害児教育 の あり方 と，指導法 に 関す る研究」

　 で 指定され て い る 。

〔11帥 重複障害教育研究所，研究報告書，創刊号，（「創刊の 辞」），1977．

鵬 文部省，盲学校学習指導要領解説，東洋館 ， 1974．p．3 ．，そ の 他に ，こ の 学 習指 導 要領改訂の 背

　 景 には ，小学校 ， 中学校の 学習指導要領改訂 の 文部省告示 が あ っ た 。

矼15 文部省 ｝ 盲学校学習指導要領解説，pp ．8− 51，

口鰤 文部省，特殊教育諸学校小学部 ・ 中学部学習指導要領，慶応通信 ， 1975．p．12．， 16．

｛11n東京教育大学教育学部雑司 ケ谷分校 ・「視覚障害教育百年 の あゆ み」編集委員会（編）， 前掲書 ゴ p．

　 16．

01翫 文部省，盲学校学習指導要領解説 ， p ：8L，104．， 216，

WS 井原栄二 ・草薙進郎，聴覚障害児教育 の 方法，明治図書，1974．　 p．23．

  O 木村久，前掲書，p．58．

働 木村久 ， 前掲書 ， p．58．　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

囲 佐 々 木徹，「ベ レ
； ボー

ル 『音響 ボ ー
ル 』を使用して 」， 盲教育，第31号 ， p ．32．1970．

  世界盲人百科事典編集委員会 （編 ）， 前掲書 ，p．170．

tran前田利直 ， 前掃書 ，　pp ．17「29．

  前田利直，前掲書，PP ，17− 29．

  小木曽善，前掲書，pp ．19− 20．

q2n盲教育，第31号 ，　p ．32．1970．
， 同大会 の保健体育分科会の主題は ， 「盲人バ レ ーボール の 全国統

　
一

ル
ー

ル 作成」で あ っ た 。

囲 郡治美，前掲書，p ．51．。 盲教育 1 第 37号 ，　 p．19．1Q73．。 竹下耕造，「盲学校バ ス ケ ッ トボール

　 に つ い て 」， 昭和51年度全 日本盲教育研究大会徳島大会要項 ， pp ．37− 38，1976．。 以上の資料を参
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　 照 。

（嚠 盲聾教育開学百周 年記 念 事 業実行委員会編集部会 （編），前掲書，pp．182− 184．。 笠 原憲iE， 「盲

　学校 に お けるサ ッ カ ーに つ い て の 研究」， 盲教育 ， 第34号 ， p．55．1972．。 以上 の 資料を参照 。

矼謝 三重県立盲学校 （増地 ・塩田），「盲学校にお ける r体力』づ くりICつ い て 」， 盲教育，第 37号 ，

　p ．21．1973．， 同調査の 回収率は62．5％で あ っ た6

讎γ北野与一1 「盲学校体盲に おけ る
・
教材 ・教具の発達」， pp ．98− 100．

（132盲教育，第37号，p．19．10η3．
， 昭和48年度全 日本盲学校教育研究大会保健体育分科会の 主題 は，

　 「盲学校 に おけ る体力づ くりに つ いて 」及び 「盲学校 ス ポ t一ツ ル ー
ル の 再検討 に っ い て 」 で あ っ た 。

・
鬮 三 重県立盲学校，前掲書lp ．21．

（翩 盲聾教育開 学 百周 年記念 事 業実行委員 会 編集部会 （編），前掲書，pp．165− 166．

陶 盲教育 ， 第37号 ， pp ．22− 2B．1973．

岡 盲聾教育開学百周年記念事業実行委員会編集部会 （編）， 前掲書 ， p．185．

伽 千葉県立千葉盲学校 ， 昭和45年度全 日 本盲教育研究大会要項 ， 千葉県立千葉盲学校 ， 1970．pp ．

　 33− 34，
099）・長田

一
臣 ， 前掲書 ， p．406．， 432．

矼謝 盲教育，第37号，p ．22．

嚠 千葉県立千葉盲学校（編），六十年の歩み ，p ．211．
但4蹟　盲教育ジ第 31号；　Pの32．

幽 盲教育，第37号，p．19．
』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、　　　　　　　

」

〔團 宮下義徳，「盲学校 ス ポー
ツ ル ール の 再検討 に つ い て 」， 盲教育 ， 第 37号 ，

’
pp ．22− 23．1973．

鵬 笠原憲正 ， 前掲書 ， p．55。

｛1  佐々木徹，前掲書，p ．32．

但46）笠原憲正 ，前掲書，p．55．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア

a4丁 大島カ ズ ； rス ポー
ッ テ ス ト実施結果の

一
考察1， 盲教育 ，

・第 26号 ，
　 pp ．17− 28 ．1968．

・  梅田英敏，「盲人の体力測定に つ い て の一
試案」，盲教育，第17号 ， pp．3− 5、1965．

α  中条好美 ， 「全盲生の 体力づ くりは い か に あ るべ きか jt盲教育 ， 第37号 ，
　 p．20．1973．

  北野与
一

， 「わが 国 に お ける聴覚障害体育 に関す る研究 の 史的考察
一

視覚 障 害体育 に 関する研

　究史との 比較 に黠い て 」，p ．62．

051｝北野与一，「わ が国 に おけ る聴覚障害体育に 関す る 研究の 史的考察
一

視覚 障害体育に 関する研

　 究史との比較に おい て 」，p ．62．

鬮 盲教育，第46 ・ 47合併号，p．1．1979．

鵬 ｝盲教育， 第46 ・ 47 合併号 ， pp．266− fno．， 同報告の 内容を分析 ・調査 した結果が 「第 2表」で あ

　 る 。

膕 盲教育，第46 ・ 47合併号，pp ．220− 266．，同書に は，各盲学校の 直面 して い る重度 ・重複障害者教

　 育の 課題が報告 されて い る 。 22校の 意見をまとめ る と ， ．教育体制の 確立 （77．3％）及び指導内容 ・

　方法の 確立 （63．6％ ） が強く望 ま れて い た 。

｛155）盲教育，第46 ・47合併号，pp ．220− 266 ．

圃 盲教育， ee46・47合併号，　 p ．266．

ttSU矢部俊政 ・北野与一・上田 まつ ・．加藤治 ・高木理代，正元喜博，「盲聾 二 重 障害児の 初期体育指

　導 の 研究」， 金沢大学數育学部教科教育研究，第12号，pp．147− 162，1979．，同報告の 中で ， そ う し

　た 場を活用 した盲聾児の 初期体育指導 の
一

事例を述飛た 。 矢部俊政 ・北野与一・正元喜博 ・高木理

　 代， 「重複障害児体育グ ル
ープ学習

一 盲精薄児 A と盲聾児B を中心 IC」， 金沢大学教育学部教科教

　育研究 ， 第15号 ， pp．145− 163、1980。，著者らは，同報告 に て 盲精薄児 A と盲聾児 B が 弱視児学級 と

　 の 合同体育学習 にお い て ， ど のような発達をな して い っ たかを報告し， 統合学習 の 効果を模索 した。

〔1闘 伊藤忠一，「重複障害生徒の 体育指導」，全日本盲学校教育研究会昭和54年度研究集録 ， 第 2 巻，
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22 北 ：野　与 一

　1979．，同報告は，関東地区の 盲学校 に おける実態調査で あ り，
’
こ れ らの 問題 に つ い て の 関東地区 の

　実情を報告むて い る。

（159｝正元喜鳳 「視力別と一斉体育 指導の比較
一 重複障害児学級 の 体育指導を中心 に 」。 大 久保 浩

　二 ，「能力差 に 応 じた指導
一

テ・イ ー
ム テ ィ

ーチ ン グの 試 み 」。 以上は，「全 日 本盲 学校教育研究会

　昭和54年度研究集録 ， 第 2 巻， 1979．」 に 報告 されたもの で あ る 。 前者は 弱視児と重複児の 合同体

　育指導 に つ い て ， 後者 は技術差 ， 視力差及び男女差 に応 じた 指導事例 に つ い て 報告 して い る 。

圃1「静岡県立静岡盲学校 ， 研究報告1， 同報告に 見 られ るよ うな統合教育に関する 実践研究を更に 推

　 進して い かねばな らな い 。

働 中島次夫 ， 「なわ とび運動 に よ る体力 づ くりに つ い て 」， 全日本盲学校政育砺究会昭和54年度研究

　集録，第 2 巻，1979．， 同報告 の 中で ，中島は f縦 14皿 ・，横13m とい う狭い 体育館 で は，ラ ン ニ ン グ

　等も思 うに まか せ ま せ ん 」と ， 盲学校体育施設の狭隣性を指摘して い る 。

q砌 北野与一
， 「盲学校体育に お け る教材 ・教具の 発達」，pp ．89− 105．，伺論文は ，盲学校教育の 創始

　嗣か ら昭和50 （1975）年頃まで に 開発 された盲学校体育 の主要 な 教材 と教具 につ い て 概観 した もの

　 で あ る 。

圃 木村久 ， 「ス ポ
ー

ツ 種 目の 開発 と改良工 夫 に つ い て
一

タ ッ プ 運動の 考察 お 寺 山邦彦 ，「ボ
ー

ル

　体操の 開発とバ ス ケ ッ ト ボール 規則の 改良工夫 に つ い て 」。 以上 は，「全 日本盲学校教育研究会昭和

　 54年度研究集録，第 2巻 1979．」に お い て 報告された もの で ある 。 両報告は，この主題 に 関連 す る

　報告で あ っ た 。 また，「盲聾教育開学百周年記念事業実行委員会編集部会（編），前掲書，pp．182 −

　 184，」 に よ れ ば，京都府立盲学校で も，サ ッ カ ー
，

バ ス ケ ッ トボ ール 及び野球な ど に つ い て の 研究

　 が重ね られて い た 。 　　　　　　
’
　　　 ・　　　

’
　　　　

”

鵬 文部省，盲学校 ，聾学校及 び養護学校小学部 ・ 中学部 ・高等部学習指導要領，大蔵 省 印刷房，

　 1979．pp．1− 2．

  三重県立盲学校，前掲書，p ．21．
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